
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
胃十二指腸疾患、腸疾患、腹膜疾患

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第３章　肝・胆・膵疾患について学習する

各コマに
おける

授業予定
肝臓疾患、胆道疾患

2026

専門基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

基本的には、東洋療法学校協会編；臨床医学各論　第２版を用いた病態生理や症状のメカニズムがよりわかりやすい穴埋め
プリントを配布し、授業を行いますが、自分で簡潔にまとめたりして自己流の勉強方法を確立してください。

期末試験（筆記試験）と適宜行う試験（筆記試験）

第
4
回

使用教材

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

授業以外での準備学習
の具体的な内容

生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

第
5
回

第
2
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

第
3
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

解剖・生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

内　　　容

第１章　感染症の総論と各論について学習する
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

解剖・生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第2章　消化器疾患について学習する

科  目  名

鍼灸スポーツ学科

臨床医学各論Ⅰ

科　目　区　分

東洋療法学校協会編：臨床医学各論　第２版

①疾患の原因　②病態生理から症状への結びつけ　③検査　④治療

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

２校舎502校舎2年生 教室名

１年生で学んだ解剖生理学を復習しておいてください。これから2年生で学習する病理学、総論、東洋臨床論など関連する教
科につながるため、しっかり学習し、復習や予習をしておいてください。

担 当 教 員 松本　雄暉
実務経験と

その関連資格

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

解剖・生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

感染と病態、細菌感染症

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第１章　感染症の総論と各論について学習する

各コマに
おける

授業予定
ウイルス感染症と性感染症

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第2章　消化器疾患について学習する

各コマに
おける

授業予定
口腔疾患と食道疾患、胃十二指腸疾患



第
14
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

第
12
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

第
13
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第６章　内分泌疾患について学習する

第
10
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

解剖・生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

第
11
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

解剖・生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第５章　腎・泌尿器疾患について学習する

各コマに
おける

授業予定
糸球体疾患、ネフローゼ症候群など

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第５章　腎・泌尿器疾患について学習する

各コマに
おける

授業予定
尿路感染症、腫瘍、前立腺疾患など

第
8
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

解剖・生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

第
9
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

解剖・生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第４章　呼吸器疾患について学習する

各コマに
おける

授業予定
閉塞性呼吸器疾患、拘束性疾患、肺がんなど

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第４章　呼吸器疾患について学習する

各コマに
おける

授業予定
閉塞性呼吸器疾患、拘束性疾患、肺がんなど

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

解剖・生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。感染性呼吸器疾患、閉塞性呼吸器疾患

解剖・生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

生理学の復習。
範囲の教科書を読んで
おおくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第４章　呼吸器疾患について学習する

各コマに
おける

授業予定

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論第2版
プリント

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第３章　肝・胆・膵疾患について学習する

各コマに
おける

授業予定
胆道疾患、膵臓疾患

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第７章　代謝疾患ついて学習する

各コマに
おける

授業予定
ビタミン欠乏症について

各コマに
おける

授業予定
生理学の内分泌の復習を取り入れながら疾患を学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第６章　内分泌疾患について学習する

各コマに
おける

授業予定
生理学の内分泌の復習を取り入れながら疾患を学ぶ。			

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第７章　代謝疾患ついて学習する

各コマに
おける

授業予定
糖尿病などについて


